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概　要

本研究は幼稚園や保育園で実施された食育活動を系統的に整理すると同時に，その教育効果
を検討し，今後の支援に繋げることを目的に文献レビューを実施した。文献の収集は，CiNii
およびJ-STAGEの文献データベースを用いて行った。検索式は（“食育”OR“食教育”）
AND（“幼稚園”OR“保育園”OR“保育所”）とした。その中から学会発表要旨や本研究の
目的に沿わない文献を除いた32件を採択した。採択した文献のうち食育活動の有効性を検討し
た文献は12件であった。保育施設における食育活動には，調理体験や3色食品群を用いた教育
等が有効である可能性が示された。しかしながら，多くの文献で対照群の設定や，食育活動前
後での比較を行っておらず，効果的な食育活動を明らかにするにはさらなる調査が必要である。
本研究をきっかけに，食育活動に関する客観的な評価を行った研究報告が増えることで，より
効果的な食育の方法を提言することが可能になると考える。

1．緒　言

幼児期は身体の発育が盛んであり，この時期の
栄養状態はその後の成長に大きく影響することが
明確となっている。第3次食育推進基本計画1）で
は，2020年度までに「朝食を欠食する子供の割合」
を0％にすることを目標としていたが，いまだ幼
児（1～6歳）の朝食の欠食率は約6％に推移し

ている2）。このことから，心身の発達や規則正し
い食習慣の形成のためには，学童期のみではなく
幼児期においても食育を推進することが重要であ
る。保育園や幼稚園における食育の実施にあたっ
ては，2005年に制定された食育基本法3）を踏ま
え，「保育所保育指針4）」や「幼稚園教育要領5）」
で明記されており，保護者や地域社会との連携を
図りながら，保育現場でも食育を実践することが
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求められている。
このような中，保育現場の食育に関しては，栄

養士または管理栄養士など，食を専門とする職員
によって実施することが望ましいが，保育園や幼
稚園に栄養士の必置義務はなく，私立保育園の場
合では34.9％の施設しか栄養士が配置されていな
い6）。そのため，食育実践者は保育士や幼稚園教
諭あるいは，調理士などが担っており，どのよう
な食育が児童に効果的であるかわからないまま，
それぞれの園独自で食育活動を実施している現状
であることが窺える。したがって，現場で活躍す
る食育実践者に効果的な教育方法を提言するため
には，まず過去の文献から幼児期における食育の
方法やその教育効果を探ることが必要であると考
えられる。

これまでに小学校や中学校における食育の実態
を調査した文献レビューはいくつか見受けられる
が7），幼稚園および保育園で実施されている食育
を検討した文献レビューについては，著者の知る
限りでは，2015年に報告された1報のみである8）。
ここでは，食育実践内容や栄養士の配置状況，さ
らに問題点や課題などが系統的にまとめられてい
るが，食育の具体的活動内容や食育実践後の教育
効果については触れられていない。また検索条件
に関する詳しい記載がなく，どのように採択文献
を選択したのかが明確でない。そこで本研究では，
幼稚園および保育園で実施されているこれまでの
食育の実態について系統的に調査し，効果的な食
育活動の支援に繋げることを目的に文献レビュー
を行った。

2．方　法

文献の収集は，国立情報学研究所が提供する
CiNiiと国立研究開発法人科学技術振興機構が提
供するJ-STAGEの文献データベースを用いて検
索を行った。文献の選択基準は，研究の目的に沿
い，“食育”，“食教育”の2語に，調査対象の施
設となる語として，“幼稚園”，“保育園”，“保育
所の3語を用いた。すなわち，CiNiiおよび

J-STAGEでは，（“食育”OR“食教育”）AND 
（“幼稚園”OR“保育園”OR“保育所”）と検索
式を入力して検出した。今回の研究では，比較的
新しい食育情報を系統的にまとめるため，検索日
の令和2年11月6日までに公開された2010年から
2020年の文献を検索対象とした。また，文献は学
術雑誌，紀要および報告書などを対象とした。検
索の結果，CiNiiでは407件，J-STAGEでは9件
であった。それらの中から，一次スクリーニング
として重複した文献（7件），学会発表要旨（61件）
を除外した。次に二次スクリーニングとして，外
国での食育活動に関する文献（2件），幼稚園及
び保育園以外の施設における食育活動の文献（11
件），食育の実施状況や実態を調査した文献（30
件），食育活動について検討していない文献（252
件），1つの研究報告が2報に分かれている文献
を1件とカウントし，それぞれ除外した。その後，
52件の文献を精読し，食育実践者が栄養士あるい
は調理士などを目指す学生と記載されていた文献

（12件），食育の実施状況や実態を調査した文献（4
件），幼稚園および保育園以外の施設における食
育活動の文献（4件）を除外した32件を採択した
（図1）。

図1　文献採択のフローチャート
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3．結　果

3－1．保育現場における食育活動の内容

採択した文献32件のうち，幼稚園で実施された
食育に関する報告は20件，保育園で実施された食
育に関する報告は9件であった（表1）。また文
献12，17および35については，幼稚園と保育園の
両施設で同じ食育活動を実施していた。食育活動
の内容は，調理体験（親子料理教室含む）が13�
件9, 15, 16, 18, 19, 22, 24, 26, 28, 31, 32, 35, 39），給食
を活用した食育が9件12, 18, 19, 24, 27, 35-37, 39），
食育教室（手作りの媒体等を使用した食育）が12
件12, 16, 17, 19, 21, 22, 28, 33-35, 38, 40），栽培活動が
8件14, 16, 20, 23-25, 29, 30），牧場体験が2件24, 28），
飼育活動が1件13）であり，多くの報告で複数の
食育を組み合わせて実施していることが明らかと
なった。その他の食育活動としては，魚のつかみ

とり体験10）や，魚の解体学習18）などが確認され
た。また，園児以外にも保護者に向けた食育教室
（手作り媒体等を使用した食育）11, 16, 22, 27, 33, 39）

や，食情報（リーフレット）の配布12, 15, 16, 21, 22, 

27, 40）を行っている施設も確認された。加えて文
献11では，保護者のみを対象とした調理体験を
行っていた。

3－2．食育活動の有効性の検討

採択した文献のうち，食育活動の有効性を客観
的に検討した文献は12件であった（表2）。その
中で，食育実施前後における教育効果を調査した
研究は6件16, 27, 33, 34, 39, 40），食育の参加群と
非参加群などの比較による研究が6件12, 17, 21, 

22, 26, 32） であった。

表1　食育活動の内訳

施設 食育の対象 活動の内容 文献番号

幼稚園
（20件）

園児

調理体験（親子料理教室含む） 9, 16, 22, 24, 26, 28, 31, 32, 39

給食を活用した食育 24, 27, 37, 39

食育教室（手作り媒体等を使用した食育） 16, 21, 22, 28, 33, 34

栽培活動 14, 16, 20, 24, 29, 30

牧場体験 24, 28

その他 10

保護者

調理体験（保護者のみ） 11

食育教室（手作り媒体等を使用した食育） 11, 16, 22, 27, 33, 39

食情報（リーフレット）の配布 16, 21, 22, 27

保育園
（9件）

園児

調理体験（親子料理教室含む） 15, 18, 19

給食を活用した食育 18, 19, 36

食育教室（手作り媒体等を使用した食育） 19, 38, 40

栽培活動 23, 25

飼育活動 13

その他 18

保護者 食情報（リーフレット）の配布 15, 40

幼稚園と保育園
（3件）

園児

調理体験（親子料理教室含む） 35

給食を活用した食育 12, 35

食育教室（手作り媒体等を使用した食育） 12, 17, 35

保護者 食情報（リーフレット）の配布 12
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表
２
　
食
育
活
動
の
有
効
性
に
関
す
る
文
献
一
覧

文
献
番
号

著
者

発
行
年

施
設

調
査
対
象
者

食
育
効
果
の
比
較
方
法

食
育
活
動
の
内
容

食
育
の
効
果

12
小
谷 ら

20
20

幼
稚
園

保
育
園

3
～
5
歳
児
：
23
6名

介
入
群
，
比
較
群
，
栄

養
教
育
実
施
な
し
の
3

群
で
の
比
較

食
育
教
育
：
1
回
（
15
分
）

給
食
を
活
用
し
た
食
育
：
1
回

食
情
報
の
配
布
：
2
回

地
場

産
物

の
海

藻
ア

カ
モ

ク
を

活
用

し
た

栄
養

教
育

と
，

保
護

者
に

対
す

る
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
配

布
な

ど
に

よ
り
，

ア
カ

モ
ク

の
認

知
度

と
食
意
欲
を
高
め
，
保
護
者
と
幼
児
の
夕
食
共
食
頻
度
が
上
昇
し
た
。

16
藤
岡 ら

20
18

幼
稚
園

園
児
と
保
護
者
：
43
組

（
有
効
回
答
数
は
34
組
）

食
育
実
施
前
後
で
の
比

較

栽
培
活
動
：
8
か
月
間

調
理

体
験
：

栽
培

活
動

期
間

中
に
2
回

食
育
教
室
：
2
回

（
調
理
体
験
と
同
じ
日
）

園
児

に
お

い
て

は
，

食
べ

残
し

高
頻

度
群

お
よ

び
食

事
へ

の
集

中
低

頻
度
群
で
，
統
計
学
的
に
有
意
な
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

17
森
ら

20
18

幼
稚
園

保
育
園

小
学
校
2
校
の
3
年
生
：
20
1名

（
有
効
回
答
数
は
19
3名

）
食
育
あ
り
群
と
食
育
な

し
群
で
の
比
較

食
育

教
室
：

月
1

回
（

園
児

は
最
長
で
3
年
間
参
加
）

幼
児

期
に

食
育

を
受

け
た

児
童

は
受

け
て

い
な

い
児

童
に

比
べ

て
便

秘
の

児
童

が
少

な
い

こ
と

が
確

認
さ

れ
，

こ
れ

は
食

育
の

効
果

で
あ

る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

21
金
田 ら

20
14

幼
稚
園

園
児
と
保
護
者
：
各
々
15
7名

食
育
参
加
群
と
食
育
不

参
加
群
で
の
比
較

食
育

教
室
：

9
回
（

4
歳

児
5

回
，
5
歳
児
4
回
）

食
情
報
の
配
布
：
各
回
で
配
布

子
ど

も
が
「

食
べ

物
に

興
味
・

関
心

を
も

つ
よ

う
に

な
っ

た
」

と
回

答
し
た
者
は
，食

育
参
加
群
で
44
名
，食

育
不
参
加
群
で
5
名
で
あ
り
，

食
育
参
加
群
で
有
意
に
高
か
っ
た
。

22
前
田 ら

20
15

幼
稚
園

園
児
と
保
護
者
：
各
々
10
5名

調
理
意
識
群
と
調
理
無

意
識
群
で
の
比
較

調
理
体
験
：
5
回

食
育
教
室
：
5
回

食
情
報
の
配
布
：
回
数
不
明

食
育

活
動

直
後

に
は
，

満
足

度
，

食
生

活
改

善
意

識
は

高
い

が
，

特
に
意
識
の
低
い
対
象
者
に
お
い
て
は
，継

続
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。

26
堀
田

20
14

幼
稚
園

年
中
児
と
そ
の
父
親
：
15
4組

食
育
参
加
群
と
非
参
加

群
で
の
比
較

調
理
体
験
：
1
回

料
理

教
室

終
了

1
か

月
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

よ
り
，

園
児

の
家

庭
に

お
け

る
調

理
体

験
の
「

盛
り

付
け

る
」

に
お

い
て

，「
良

く
す

る
・

と
き

ど
き

す
る

」
が
，

非
参

加
群

は
36
.5
％

に
対

し
，

参
加

群
は

62
.5％

と
有
意
に
高
か
っ
た
。

27
小
鴨 ら

20
14

幼
稚
園

園
児
81
名
と
そ
の
保
護
者
77
名

食
育
実
施
前
後
で
の
比

較

食
育
教
室
：
1
回

給
食

を
活

用
し

た
食

育
：

7
回

（
月
1
回
）

食
情
報
の
配
布
：
7
回（

月
1
回
）

弁
当

作
り

へ
の

保
護

者
の

負
担

に
つ

い
て
「

お
弁

当
を

作
る

こ
と

が
好

き
か

」
と

尋
ね

た
結

果
，

3
歳

児
と

5
歳

児
の

保
護

者
で

は
，「

か
な
り
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
人
が
増
加
し
た
。

32
堀
田

20
13

幼
稚
園

5
～
6
歳
児
の
母
親
12
6名

食
育
参
加
群
と
非
参
加

群
で
の
比
較

調
理
体
験
：
1
回

調
理

体
験

教
室

1
か

月
後

の
食

育
効

果
は
，「

間
食

時
に

手
洗

い
を

し
て
い
る
」
園
児
が
参
加
群
に
増
加
傾
向
を
示
し
た
。

33
砂
見 ら

20
12

幼
稚
園

保
護
者
54
名

食
育
実
施
前
後
で
の
比

較
食

育
教

室
：

園
児

お
よ

び
保

護
者
そ
れ
ぞ
れ
1
回

食
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
後

に
お

い
て

は
，

園
児

で
菓

子
類

か
ら

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
が

有
意

に
減

少
し
，

苦
手

な
食

べ
物

に
挑

戦
す

る
よ
う
に
な
る
な
ど
，
食
に
対
す
る
関
心
が
強
ま
っ
た
。

34
築
山 ら

20
12

幼
稚
園

4
歳
児
と
そ
の
保
護
者
：
68
名

食
育
実
施
前
後
で
の
比

較
食
育
教
室
：
4
回

子
供
と
幼
稚
園
で
の
食
事
（
お
弁
当
）
に
つ
い
て
の
会
話
の
頻
度
は
，

食
教

育
介

入
前

で
は
，「

毎
日

話
す

」
が
23

％
で

あ
っ

た
が
，

介
入

後
で
は
35
％
に
顕
著
に
増
加
し
た
。

39
櫻
井

20
10

幼
稚
園

年
長

児
と

そ
の

母
親
：

各
々
11

名
食
育
実
施
前
後
で
の
比

較

調
理
体
験
：
2
回

食
育
教
室
：
1
回

給
食
を
活
用
し
た
教
育
：
2
回

バ
イ

キ
ン

グ
昼

食
会

の
介

入
効

果
を

み
る

と
，

す
べ

て
の

園
児

に
副

菜
の

品
数

が
有

意
に

増
加

し
，

副
菜

を
介

入
前

よ
り

多
種

類
食

べ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
，
介
入
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

40
高
尾 ら

20
10

保
育
園

園
児
：
18
6名

（
有
効
回
答
数
13
5名

）
保
護
者
：
46
名

食
育
実
施
前
後
で
の
比

較
食
育
教
室
：
18
回

食
情
報
の
配
布
：
18
回

参
加

型
教

育
媒

体
を

用
い

て
幼

児
に

直
接

働
き

か
け

る
こ

と
に

よ
っ

て
，
子
ど
も
の
食
と
生
活
に
関
す
る
知
識
が
上
昇
し
た
。
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4．考　察

本研究では，幼稚園および保育園で実施されて
いる食育活動の実態およびその教育効果を検討す
る為，2010年から2020年に報告された文献を系統
的に整理し，文献レビューを行った。論文の抽出
基準に基づき判断した結果，32件の文献を採択し
た。さらに採択された文献のうち，食育活動の教
育効果を検討した文献は，12件であった。

調理体験における食育の有効性を検討した文献
では，多くの研究で親子での料理教室が実施され
ていた。特に母親と園児における親子クッキング
においては，食育参加によって間食時に手洗いを
する園児が増えたことが示されている32）。また
父親と園児における親子クッキングでは，食育参
加群で家庭における調理体験で「盛り付ける」が
増加し，父親の調理態度が園児の調理体験に影響
する可能性が示されていた26）。近年では，女性
の就業率増加などにより，共働きの家庭が増え，
母親の調理にかける時間が短縮していることが指
摘されている41）。家庭での調理時間短縮は，親
子一緒に調理をする機会が減り，さらに子どもの
食経験や調理技術にも影響を及ぼすことが推察さ
れる。幼稚園や保育園での親子料理教室は，児童
の調理技術が向上するのみではなく，家庭での食
事作りへの参加にも繋がることが考えられ，保育
現場では積極的に活動を進めるべき食育のひとつ
であると言える。

手作りの媒体や教材等を使用した食育教室を実
施していた文献のうち，文献17，19，22，33，
34，39および40では，3色食品群を題材とした食
育が実施されていた。3色食品群は普段私たちが
食べている食品を栄養素の働きから，赤黄緑の3
のグループに分類したものである。例えば，赤色
は体をつくるもとになる肉や魚など，黄色はエネ
ルギーのもとになる米やパン，イモ類など，緑色
は体の調子を整えるもとになる野菜や果物などが
示される。この3色食品群は食品の違いをわかり
やすく表しているため，幼児でも理解が容易で保
育の現場では活用しやすい食育の題材となる。文

献40では，食育活動前後での園児の3色食品群の
理解度を調査し，食育介入後には「赤のグループ
の食べ物はどれか」，「黄色のグループの食べ物は
どれか」，さらに「体に良い食事の組合せはどれか」
の選択問題において有意に得点が上がったことを
報告している。しかしながら，文献33では，3色
食品群を用いて野菜類や果実類の摂取量増加を目
的とした食育の教育効果を検討しているが，食育
実施前後で園児の野菜摂取量に変化がなかったこ
とが報告されている。すなわち，3色食品群を用
いた食育は，幼児期において食に関する知識は習
得できるが，必ずしも食行動の改善には繋がらな
い可能性が示唆される。今後は知識の定着，さら
に食行動へと結びつきが得られる食育活動を検討
する必要がある。

文献16では，農作物の栽培活動における食育の
有効性について検討していた。また栽培活動と合
わせて「食の大切さ・生命の尊さを学ぼう」とい
うテーマのもと，農業体験の振り返りや食への感
謝を伝える食教育の実施，加えて農園でとれた野
菜を利用した調理体験も実施していた。これらの
食育活動により，食育介入後では，食べ残しをす
る園児においては有意に改善が認められたことを
報告している。また，教育効果は検討されていな
いが，文献14，20，23，24，25，29および30でも
栽培活動による食育が実施されていた。幼稚園教
育要領5）では，「自然や身近な動植物に親しむこ
となどを通して豊かな心情が育つようにするこ
と」と記されており，幼児期における栽培活動は
道徳性の芽生えを培う上で，必要な教育内容であ
る。幼稚園や保育園において児童同士が一緒に植
物の栽培活動に取り組むことで，責任感や感謝の
気持ちを育み，さらに野菜の食べ残しを減らすな
どの食生活改善を目的とした食育にも有用である
可能性が示された。

また，調理体験や食育教室など一般的な食育活
動以外にも園独自の食育による報告も散見され
た。例えば，文献39では，給食を活用した食育の
一環としてバイキングを実施し，食育実施後には
園児の副菜の選択数が有意に増加し，介入効果が
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認められたことを報告している。さらに文献34で
は，視覚的食教育として紙芝居やリズム体操によ
る食育を行い，その結果，保護者と子供の会話に
おいて「幼稚園での食事（お弁当）についての会
話」の頻度が食育介入後で顕著に増加したことが
報告されている。これら以外にも地場産物のアカ
モクを活用した食育12）や，保護者のみを対象と
した食育活動11）も確認された。幼稚園や保育園
での食育は主に幼稚園教諭や保育士が模索しなが
ら食育活動を計画し，実施している現状である。
また，実際の保育現場では食育活動以外にも，基
本的生活習慣を身に付けさせることや，イベント
行事，さらに地域との交流など様々な体験活動や
教育を実施する必要があり，食育に多くの時間を
費やすことができるとは限らない。そのような状
況で，それぞれの園独自で効果的な食育活動を実
施していくには限界がある。本研究をきっかけに，
食育活動に関する客観的な評価を行った研究報告
が増えることで，食育実施者へ向けた，より効果
的な食育の方法を提言することが可能になると考
える。

本研究では幼稚園および保育園における食育の
教育効果について文献レビューを行ったが，多く
の文献において対照群を設定したり，食育活動前
後での比較を行っていなかった。もちろん食育活
動の効果を検討するには，短期的な評価のみでは
なく，数カ月あるいは数年後にも継続できるアプ
ローチの方法を検討することが重要である。した
がって今後の食育活動の評価には，長期的な食意
識や食行動の改善を調査した研究も求められる。
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